
地区

駐車施設 路上駐車

乗用車
荷さばき
車両

自動二
輪車等

乗用車
荷さばき
車両

自動二
輪車等

西口周辺地区

収容
台数：
110台

ピーク：
91台

利用率：
83％

収容
台数：

0台

ピーク：

-

利用率：

-

収容
台数：

50台

ピーク：

31台

利用率：

62％

22台 ４台 17台

西口駅前地区

収容
台数：
315台

ピーク：
195台

利用率：
62％

収容
台数：
11台

ピーク：
６台

利用率：
55％

収容
台数：
15台

ピーク：
15台

利用率：
100％

34台 15台 44台

東口駅前地区

収容
台数：
636台

ピーク：
372台

利用率：
58％

収容
台数：
５台

ピーク：
３台

利用率：
60％

収容
台数：
78台

ピーク：
42台

利用率：
54％

42台 13台 23台

京急蒲田地区

収容
台数：
43台

ピーク：
34台

利用率：
79％

収容
台数：
３台

ピーク：
２台

利用率：
67％

収容
台数：
９台

ピーク：
５台

利用率：
56％

６台 ２台 ４台

第１章．駐車場整備計画の概要

１．駐車場整備計画改定の背景

第２章．駐車施設整備に関する基本方針

大田区駐車場整備計画（蒲田地区）概要版

４．本計画の位置付け

第４章．駐車施設整備に関する施策

第３章．将来需給バランス

１．目標年次
大田区都市計画マスタープランや蒲田駅周辺地区グランドデザインに示されている

年次に合わせ、概ね2040年代とします。

２．将来需給バランス及び目標量
乗用車については供給台数が需要台数を上回ることが予想されるため、必要とされ

る将来需要台数に対応し、新設だけでなく既存の駐車施設も有効活用しながら、駐車
施設を適切に整備します。
荷さばき車両および自動二輪車等については、将来駐車需給バランスをみると地区

により傾向が異なることが予想されるため、公共と民間が適切な役割を果たし将来需
要台数に応じた駐車施設の確保を目指します。

２．対象区域

大田区は、蒲田地区を中心核の一つに位置付け、駐車需要に対応した量的・位置的に適正な駐車施設の整備推進を目的とし、平成10年10月に東京都市計画駐車場整備地区大田区駐車場整備地区（以下「駐車場整備地区」という。）を定め、
大田区駐車場整備計画を策定し、駐車施設の整備を推進してきました。しかし、近年は自動車保有台数の減少、ＩＣＴサービスがもたらしたインターネットショッピングに代表されるライフスタイルの変化など、駐車施設を取り巻く状況は
大きく変化しています。まちづくりの将来像を見据え、時代に適合した駐車施設のあり方を見直し、総量のコントロールだけではなく、配置や規模、機能等「質」的なコントロールを行い総合的にマネジメントすることが必要となります。
また、全国的にまちなかを車中心からひと中心の空間へと転換し、人々が安全に集い、憩い、多様な活動を繰り広げられる場へと改変する取組が進められています。蒲田駅周辺においても、新空港線の整備や駅周辺の基盤整備、民間の再

開発などの機運が高まっており、大田区は、令和４年３月に大田区都市計画マスタープラン、令和４年４月に蒲田駅周辺地区グランドデザインを改定しています。このような背景を踏まえ、まちづくりの一環として駐車施策に取組むことが
重要であることから、蒲田地区の地区特性に応じた駐車施設整備に関する基本方針や、今後取組むべき施策等を定めることを目的に駐車場整備計画を改定します。

平成10年10月に策定した大田区駐車場整備計画と同様に、右図に示す駐車場
整備地区を対象とします。

大田区都市計画マスタープラン及び蒲田駅周辺地区グランドデザインに示す
まちづくりの方針を踏まえて、本計画の推進を図ります。

基本方針１
地区特性に応じた
駐車施設整備の推進

基本方針２
まちづくりと連携した
駐車施設の配置適正化

■ 新技術等の普及に
あわせた柔軟な対応

基本方針３
駐車施設の新たな
有効利用方策の検討

駐車施設を取り巻く状況 課題 基本方針

新技術及び新たな利用形態への
対応が必要

課題３

課題１

駐車場整備地区の実状、利用者の
ニーズに即した駐車施設の整備が必要

■乗用車

・駐車施設に余剰が生じている

・需要に応じた位置に駐車施設が必要

・路上駐車が発生

■荷さばき車両

・小規模な建物の荷さばき需要がある

・路上での短時間荷さばき需要への対応

■自動二輪車等

・駐車施設が不足

・路上駐車が発生

まちづくりと連携した
駐車施策が必要

課題２

■その他

・車椅子使用者用駐車施設は

数が限られている

・観光バス及び送迎バス等の路上駐車が
見受けられる

図２ 本計画の位置付け

                   
          

               
          

          
         

     

        

                

       
      

          
         

   

                

              

                              

    

  

           

      
              

駐車場整備地区
（面積 54.76ha）

蒲田五丁目

蒲田四丁目
（商業地域）

西蒲田七丁目

西蒲田
八丁目

（商業地域）

図１ 駐車場整備地区

３．質の高い駐車施設整備により目指すまちの姿

目指すまちの姿１
都市骨格軸※における駐車施設の配置適正化等により創出する、
歩行者の安全が確保されたにぎわいのあるまち

目指すまちの姿２
近年の動向を踏まえた駐車施設の整備により実現する、
誰もがストレスなく移動できる快適な環境を備えたまち

基
本
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針
４
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■
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域
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ー
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駐
車
施
策
の
実
現
性
を
高
め
る
た
め
駐
車
場
地
域
ル
ー
ル
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

基本方針１ 地区特性に応じた駐車施設整備の推進

■乗用車用駐車施設
施策１-(１) 地区特性に応じた乗用車用駐車施設の確保

■荷さばき車両用駐車施設
施策１-(２) 地区特性に応じた荷さばき車両用駐車施設の確保

■自動二輪車等用駐車施設
施策１-(３) 自動二輪車等用駐車施設の確保

■車椅子使用者用駐車施設
施策１-(４) 誰でも使いやすい駐車施設の整備推進

■観光バス及び送迎バス等用駐車施設
施策１-(５) 駐車位置の整序化

基本方針２ まちづくりと連携した駐車施設の配置適正化
施策２ 駐車施設の集約化、適正配置及び出入口の設置制限

基本方針３ 駐車施設の新たな有効利用方策の検討
施策３ 新技術及び新たな利用形態の普及に合わせた駐車施設整備への対応

基本方針４ 施策の実現性を高めるためのルール作り
施策４ 駐車場地域ルールの検討

■ まちづくり及び都市交通
を踏まえた配置の適正化

※都市骨格軸：蒲田駅周辺地区グランドデザインに位置付けられた、蒲田駅周辺地区の東西と地区内
拠点間をつなぐ軸であり、まち全体を繋ぎ一体性を創出し、にぎわいの広がりをつくる。

■ 乗用車の
駐車需要への対応

■ 荷さばき車両の
駐車需要への対応

■ 自動二輪車等の
駐車需要への対応

■ 車椅子使用者用の
駐車需要への対応

■ 観光バス及び送迎バス等の
駐車需要への対応
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